













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
第一子 79.7 78.2 69.6 57.3 42.3 45.0
第二子 18.9 20.5 29.1 40.6 54.6 49.9




































































夫が香港人 夫が中国人 その他 小計
2001 48,219 40,409（83.8） 7,190（14.9） 620（1.3） N/A   7,810（16.2）
2002 48,209 39,703（82.4） 7,256（15.1） 1,250（2.6） N/A   8,506（17.6）
2003 46,965 36,837（78.4） 7,962（17.0） 2,070（4.4）      96（0.2） 10,128（21.6）
2004 49,796 36,587（73.5） 8,896（17.9） 4,102（8.2）    211（0.4） 13,209（26.5）
2005 57,098 37,560（65.8） 9,879（17.3） 9,273（16.2）    386（0.7） 19,538（34.2）
2006 65,626 39,494（60.2） 9,438（14.4） 16,044（24.4）    650（1.0） 26,132（39.8）
2007 70,875 43,301（61.1） 7,989（11.3） 18,816（26.5）    769（1.1） 27,574（38.9）
2008 78,822 45,257（57.4） 7,228（9.2） 25,269（32.1） 1,068（1.4） 33,565（42.6）
2009 82,095 44,842（54.6） 6,213（7.6） 29,766（36.3） 1,274（1.6） 37,253（45.4）
2010 88,584 47,936（54.1） 6,169（7.0） 32,653（36.9） 1,826（2.1） 40,648（45.9）
2011 95,451 51,469（53.9） 6,110（6.4） 35,736（37.4） 2,136（2.2） 43,982（46.1）
2012 91,558 58,359（63.7） 4,698（5.1） 26,715（29.2） 1,786（2.0） 33,199（36.3）
2013 57,084 51,587（90.4） 4,670（8.2）    790（1.4）      37（0.1） 5,497（9.6）
2014 62,305 56,281（90.3） 5,179（8.3）    823（1.3）      22（0.0） 6,024（9.7）
2015 59,878 54,312（90.7） 4,775（8.0）    775（1.3）      16（0.0） 5,566（9.3）
2016 60,856 55,877（91.8） 4,370（7.2）    606（1.0）        3（0.0） 4,979（8.2）
2017 56,548 52,214（92.3） 3,826（6.8）    502（0.9）        6（0.0） 4,334（7.7）
2018 53,716 49,733（92.6） 3,549（6.6）    434（0.8） N/A 3,983（7.4）
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４） Leung（2012a）はWorld Academy of Science, Engineering and Technology (WASET) が発行
する、いわゆるハゲタカジャーナルに掲載された論文であるが、2001年以降に中国人妊
婦の越境出産が増加した理由をはじめ、2010年までの越境通学者をめぐる動向が整理さ
れており、Leung（2012b, 2017）と共に有用である。Chan et al.（2017）が掲載された
Social Transformations in Chinese Societies誌は Hong Kong Sociological Associationの機関誌
である。タイトルや要旨を見る限り、本稿と同じく境界に注目した興味深い内容だと考え
られるが、まだ入手できていない。
５ ） Xu（2018）が掲載された Encyclopedia of Education for Sustainable Developmentは、香港
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